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令和 7 年度地熱発電の資源量調査事業費助成金交付事業の採択

結果について（第 2 回公募） 

 
JOGMEC（本部：東京都港区、理事長：髙原 一郎）は、令和 7 年度地熱発電の資源量調査事業費助

成金交付事業について、2025 年 4 月 21 日から 5 月 30 日までの間に第 2 回公募を行い、厳正な審査の

結果 4 件の事業を採択しました。 
 

我が国のエネルギー安定供給の確保や適切なエネルギー需給構造の構築を図るため、再生可能エネ

ルギーの導入拡大が喫緊の課題となっています。こうした中、地熱発電については季節や天候に左右さ

れず、年間を通じて安定的に発電可能なベースロード電源としての役割を有し、地域の活性化に資する

事業としても大きな期待が寄せられています。 

 

  一方、地熱資源開発は地下に賦存する地熱資源を掘り当てるという高度な技術を要する調査段階を

経る必要があり、これが開発に係るリスクやコストを引き上げています。 

 

 こうした背景を踏まえ、本助成金交付事業は地熱資源量の把握や地下構造を明らかにするための調査

事業に対し、地熱資源開発事業者等（注 1）及び地元の地熱関係法人等（注 2）が地表調査等事業又は

坑井掘削等事業を実施するために必要な経費のうち、JOGMEC が認める経費について助成金の交付を

行うことによって地下資源特有の開発リスクの軽減を図り、我が国の地熱資源開発の取り組みを促進す

るものです。 

 

 JOGMEC がこれまでに助成金を交付した主な事業として、松尾八幡平地熱発電所（岩手県）、南阿蘇湯

の谷地熱発電所（熊本県）、南茅部地熱発電所（北海道）が運転中、かたつむり山発電所（秋田県）、木地

山地熱発電所（秋田県）が建設段階にそれぞれ至っています。今後も新たな地熱発電所の稼働に向け、

積極的に支援を進めてまいります。 

 

（注 1）「地熱資源開発事業者等」とは、地熱発電の導入を目的とした助成事業を行う本邦法人等（「地元

の地熱開発法人等」を除く）をいう。 

（注 2）「地元の地熱関係法人等」とは、地熱資源が賦存する地域に主たる事務所を置く本邦法人等であ

って、地元において地熱発電の導入を目的とした助成事業を行うものをいう。 

  



 

 

■採択案件位置図          

 
 

 

採択案件の事業概要については以下に掲載しております。 

＞第 2 回公募採択案件事業概要（PDF） 

 

3. ルスツ
（北海道電力、大林組）

10.京極北部
（大林組、出光興産、北海道電力）

6.鹿追町北部
（鹿島建設）

1.菰ノ森
（三菱マテリアル）

9.山下池南部
（九電みらいエナジー）

8.栗駒南麓
（出光興産、関東天然瓦斯開発）

5.塩原
（東京電力リニューアブルパワー）

凡例
○ 案件区分

過年度からの採択継続

令和7年度の新規採択

4.妙高山東麓
（大林組、基礎地盤コンサルタンツ）

7. 鹿部町南部
（三菱マテリアル） 2. 尖峰周辺

（INPEX）

第2回公募採択

12. 奥飛騨温泉郷大棚周辺
（シーエナジー）

11. フスブリ山
（日本重化学工業、中部電力、

鹿島建設）

13.えびの市長江川
（GPSSホールディングス、DGI、
ナカヤマ、えびの電子工業）

14.安達太良山西麓
（グリーン電力エンジニアリング、

ISホールディングス）


